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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年6月19日(2014.6.19)

【公開番号】特開2013-98090(P2013-98090A)
【公開日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-025
【出願番号】特願2011-241520(P2011-241520)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｇ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  23/02     (2006.01)
   Ｇ２１Ｋ   1/04     (2006.01)
   Ｇ２１Ｋ   1/00     (2006.01)
   Ｇ２１Ｋ   5/02     (2006.01)
   Ｇ２１Ｋ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｇ   1/00    　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｎ  23/02    　　　　
   Ｇ２１Ｋ   1/04    　　　Ｒ
   Ｇ２１Ｋ   1/00    　　　Ａ
   Ｇ２１Ｋ   5/02    　　　Ｘ
   Ｇ２１Ｋ   5/04    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月28日(2014.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
【図１】実施形態に係るＸ線照射装置の全体の構成を示す上面図である。
【図２】実施形態に係る遮蔽体を示す斜視図である。
【図３】（Ａ）は、第１実施形態に係るＸ線照射装置において、遮蔽体を透過したＸ線ビ
ームの位置と相対線量との関係を示すグラフであり、（Ｂ）は、第１実施形態に係るＸ線
照射装置において、遮蔽体を透過したＸ線ビームの出射方向から見た形状を示す図である
。
【図４】第１実施形態に係るＸ線照射装置１の要部を示す概略図であり、（Ａ）は上面概
略図であり、（Ｂ）は側面概略図である。
【図５】第１実施形態に係るＸ線照射装置の要部を示す斜視図である。
【図６】（Ａ）は、第１実施形態に係るＸ線照射装置における遮蔽体に入射する直前のＸ
線ビームの出射方向から見た形状を示す図であり、（Ｂ）は、第１実施形態に係るＸ線照
射装置における遮蔽体を透過した直後のＸ線ビームの出射方向から見た形状を示す図であ
る。
【図７】第２実施形態に係るＸ線照射装置の要部を示す概略図であり、（Ａ）は上面概略
図であり、（Ｂ）は側面概略図である。
【図８】第２実施形態に係るＸ線照射装置における偏向磁石の配置例を示す図である。
【図９】第２実施形態に係るＸ線照射装置の要部を示す斜視図である。
【図１０】（Ａ）は、第２実施形態に係るＸ線照射装置における遮蔽体に入射する直前の
Ｘ線ビームの出射方向から見た形状を示す図であり、（Ｂ）は、第２実施形態に係るＸ線
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照射装置における遮蔽体を透過した直後のＸ線ビームの出射方向から見た形状を示す図で
ある。
【図１１】第３実施形態に係るＸ線照射装置の要部を示す概略図であり、（Ａ）は上面概
略図であり、（Ｂ）は側面概略図である。
【図１２】第３実施形態に係るＸ線照射装置における交流磁石の構成を示す図であり、（
Ａ）は斜視図、（Ｂ）は側面概略図である。
【図１３】第３実施形態に係るＸ線照射装置により実行されるＸ線制御処理プログラムの
処理の流れを示すフローチャートである。
【図１４】第３実施形態に係るＸ線照射装置の要部を示す斜視図である。
【図１５】（Ａ）は、第３実施形態に係るＸ線照射装置における遮蔽体に入射する直前の
Ｘ線ビームの出射方向から見た形状を示す図であり、（Ｂ）は、第３実施形態に係るＸ線
照射装置における遮蔽体を透過した直後のＸ線ビームの出射方向から見た形状を示す図で
ある。
【図１６】第３実施形態に係るＸ線照射装置において、交流磁石に加える電圧の一例を示
すグラフである。
【図１７】（Ａ）は、第４実施形態に係るＸ線照射装置のターゲットの構成を示す正面図
であり、（Ｂ）は、第４実施形態に係るＸ線照射装置のターゲットの構成を示す拡大側面
図である。
【図１８】第５実施形態に係るＸ線照射装置の要部を示す概略図であり、（Ａ）は上面概
略図であり、（Ｂ）は側面概略図である。
【図１９】第５実施形態に係るＸ線照射装置の遮蔽体を示す斜視図である。
【図２０】（Ａ）は、第５実施形態に係るＸ線照射装置の要部を示す概略上面図であり、
（Ｂ）は、第５実施形態に係るＸ線照射装置の要部の別例を示す概略上面図である。
【図２１】（Ａ）は、第５実施形態に係るＸ線照射装置において、遮蔽体を透過したＸ線
ビームの位置と相対線量との関係を示すグラフであり、（Ｂ）は、第５実施形態に係るＸ
線照射装置において、遮蔽体を透過したＸ線ビームの出射方向から見た形状を示す図であ
る。
【図２２】第５実施形態に係るＸ線照射装置において、遮蔽体を透過したＸ線ビームのビ
ームプロファイルを示す図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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